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証券化商品の情報開示推進に当たり、証券化商品の情報開示推進に当たり、
情報ベンダーが果たし得る役割について情報ベンダーが果たし得る役割について

～ＱＵＩＣＫ～ＱＵＩＣＫのの提供する提供するサービスサービスから～から～
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はじめにはじめに －－本日の発表内容本日の発表内容

1.1. 情報ベンダーの業務情報ベンダーの業務

2.2. 情報開示にあたっての基本的条件情報開示にあたっての基本的条件

3.3. 画面での情報表示画面での情報表示

4.4. 債券検索での情報表示債券検索での情報表示

5.5. 住宅金融支援機構ＲＭＢＳ評価分析ツールの概要住宅金融支援機構ＲＭＢＳ評価分析ツールの概要

6.6. ユーザーの評価と今後の課題ユーザーの評価と今後の課題
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１１．．情報ベンダーの業務情報ベンダーの業務

1.1. 情報の収集情報の収集

2.2. 情報の入力、編集、処理、レコード化情報の入力、編集、処理、レコード化

3.3. 情報の開示情報の開示

4.4. 情報を扱うツールの提供情報を扱うツールの提供
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２．情報開示にあたっての基本的条件２．情報開示にあたっての基本的条件

1.1. 情報開示の趣旨を満たせる情報開示の趣旨を満たせる

⇒⇒ 情報を必要とする投資家の多数がサービスを利用している情報を必要とする投資家の多数がサービスを利用している

2.2. 開示情報の提供条件を満たせる開示情報の提供条件を満たせる

⇒⇒ 提供先の制限に対応、条件に応じたデータ加工提供先の制限に対応、条件に応じたデータ加工

3.3. 情報を利用するユーザーの要望事項を把握できる情報を利用するユーザーの要望事項を把握できる

⇒検索性の向上や提供情報の改善⇒検索性の向上や提供情報の改善

⇒分析に必要なマーケットデータや分析ツールの提供⇒分析に必要なマーケットデータや分析ツールの提供
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画面での情報表示画面での情報表示
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債券検索での情報表示（メニュー）債券検索での情報表示（メニュー）
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債券検索（基本画面）債券検索（基本画面）
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債券検索（格付・引受）債券検索（格付・引受）

格付会社情報

幹事取材
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債券検索（目論見書、仕組図他）債券検索（目論見書、仕組図他）

オリジネータ提供
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債券検索（住宅金融支援機構債券検索（住宅金融支援機構RMBSRMBS））
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住宅金融支援機構住宅金融支援機構RMBSRMBS情報で情報で

行えることの特徴行えることの特徴

• オリジネーターである機構からベンダーへ、組成時ならびに

組成後のタイムリーな直接のデータ提供がある。

• 目論見書・仕組等が詳細に公開されている。

• 価格は、売買参考統計値に採用され、クオートしている証券

会社は多い。

• 提供すべき情報項目について、ある程度の共通化が行われ、

それに伴うベンダー画面の整備が進んでいる。
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●RMBSの評価に必要なモデルを搭載
膨大なデータ処理が必要となるモンテカルロシュミレーション法を用い、下記モデルにて推定期待
キャッシュフローを導出。

※金利モデル（ハル・ホワイト・モデルベース）

※期限前償還モデル（Baseline、金利インセンティブでのシンプルな構造）

三菱UFJ証券の技術協力のもと開発

●QUICKマーケットデータと連動した使い勝手を実現

基準イールドカーブ、ハル・ホワイトパラメータ推計に必要なスワップションボラティリティなど
処理に必要なデータをONEインターフェースで取得。

※銘柄属性、QUICK国債パーレート、スワップレート、スワップションボラティリティ、

機構公表実績・予定ファクター

イールドカーブ設定

金利モデルによる
将来金利パス生

金利パスに基づき
期限前償還モデルによ

将来CPR生成

キャッシュフロー生
価格計算

アウトプット
（評価・分析）

ハル・ホワイトパラメータ推計
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個別銘柄の評価分析

複数銘柄の評価分析

●個別銘柄と複数銘柄一括での基本評価、リスク指標、感応度分析が可能

処理効率を勘案し、３段階方式での評価・分析が選択できる。

①基本評価（評価価格、OAS、利回り、各種スプレッド、CPR、WAL）

②基本評価＋各種リスク指標（OAS感応度、金利感応度など）

③基本評価、各種リスク指標＋GPS（グリッドポイントセンシティビティ）

●レポート印刷も完備

画面に入力、評価分析した結果をペーパー印刷、ファイル出力にて保存可能。
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QUICKQUICK変動利付国債計算機能変動利付国債計算機能

“QUICK変動利付国債計算機能”の特長は以下の通りです。

◆変動利付国債の理論価格算出 ： 回号の指定で、理論価格を算出します。

◆シミュレーション ： ボラティリティ、カーブ、日付を変更しての理論価格算出や
OAS、αシミュレーションも可能です。

◆全銘柄一覧比較分析 ： 現存する全銘柄の、理論価格/理論α/OASのデータを一覧表示できます。

※理論価格算出のロジックにつきましては、別紙「項目定義書」をご参照下さい。

““QUICKQUICK変動利付国債計算機能変動利付国債計算機能””の特長は以下の通りです。

◆◆変動利付国債の理論価格算出変動利付国債の理論価格算出 ： 回号の指定で、理論価格を算出します。

◆◆シミュレーションシミュレーション ： ボラティリティ、カーブ、日付を変更しての理論価格算出や
OAS、αシミュレーションも可能です。

◆◆全銘柄一覧比較分析全銘柄一覧比較分析 ： 現存する全銘柄の、理論価格/理論α/OASのデータを一覧表示できます。

※理論価格算出のロジックにつきましては、別紙「項目定義書」をご参照下さい。

◆要因分解エリア
指定した銘柄の、利払日
ごとの要因を表示します。

◆要因分解エリア
指定した銘柄の、利払日
ごとの要因を表示します。

◆要因分解サマリー◆要因分解サマリー

◆個別銘柄算出エリア
個別銘柄の理論価格/OAS等を
算出します。

・理論価格表示
・ボラティリティシミュレーション
・OASシミュレーション
・受渡金額算出
・金利感応度
等

◆個別銘柄算出エリア
個別銘柄の理論価格/OAS等を
算出します。

・理論価格表示
・ボラティリティシミュレーション
・OASシミュレーション
・受渡金額算出
・金利感応度
等

◆一覧エリア
全銘柄の、マーケット価
格/理論価格/OAS/理
論αを一覧表示します。

◆一覧エリア
全銘柄の、マーケット価
格/理論価格/OAS/理
論αを一覧表示します。

◆前提条件設定エリア
基準日、マーケットイール
ド種別、ボラティリティの
条件を設定します。
イールドカーブの修正も
可能です。

◆前提条件設定エリア
基準日、マーケットイール
ド種別、ボラティリティの
条件を設定します。
イールドカーブの修正も
可能です。
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QUICKQUICK物価連動国債物価連動国債

チェックした箇所を計算対象にします。チェックした箇所を計算対象にします。

“QUICK物価連動国債”の特長は以下の通りです。

◆物価連動シート － 個別銘柄ｼｭﾐﾚｰｼｮﾝ、既発債一覧比較をサポート

①引値ベースでBEI （実績）を簡単に確認（フィッシャー方式）

②シミュレーション： 「物国価格（実質利回り）」⇔「BEI」、「１０年金利」⇔「BEI」のレベルチェック

③現存する既発銘柄を一覧表示、簡易に銘柄相対比較

◆ＢＥＩトレーディングシート － 名目ベースでの投資収益ｼｭﾐﾚｰｼｮﾝ

①任意の期間（過去・現在・将来）の投資収益性を簡易に比較

②売却シナリオによる簡単な売買シュミレーションを提供

パラメータ ： 価格（利回り）、ＣＰＩ（連動係数）、ＢＥＩ、ヘッジ比率

◆ＣＰＩシート － 連動係数の時系列算出

①実績ＣＰＩ時系列を一括取得、連動係数を自動算出、最大３銘柄まで同時比較

②今後の予測ＣＰＩの反映も可能

※算出のロジックにつきましては、別紙「項目定義書」をご参照下さい。

““QUICKQUICK物価連動国債物価連動国債””の特長は以下の通りです。

◆物価連動シート◆物価連動シート －－ 個別銘柄ｼｭﾐﾚｰｼｮﾝ、既発債一覧比較をサポート個別銘柄ｼｭﾐﾚｰｼｮﾝ、既発債一覧比較をサポート

①引値ベースで①引値ベースでBEI （実績）を簡単に確認（実績）を簡単に確認（フィッシャー方式）

②シミュレーションシミュレーション： 「物国価格（実質利回り）」⇔「BEI」、「１０年金利」⇔「BEI」のレベルチェック

③現存する既発銘柄を一覧表示、簡易に銘柄相対比較

◆ＢＥＩトレーディングシート◆ＢＥＩトレーディングシート －－ 名目ベースでの投資収益ｼｭﾐﾚｰｼｮﾝ名目ベースでの投資収益ｼｭﾐﾚｰｼｮﾝ

①任意の期間（過去・現在・将来）の投資収益性を簡易に比較①任意の期間（過去・現在・将来）の投資収益性を簡易に比較

②売却シナリオによる簡単な売買シュミレーションを提供②売却シナリオによる簡単な売買シュミレーションを提供

パラメータパラメータ ：： 価格（利回り）、ＣＰＩ（連動係数）、ＢＥＩ、ヘッジ比率価格（利回り）、ＣＰＩ（連動係数）、ＢＥＩ、ヘッジ比率

◆ＣＰＩシート◆ＣＰＩシート －－ 連動係数の時系列算出連動係数の時系列算出

①実績ＣＰＩ時系列を一括取得、連動係数を自動算出、最大３銘柄まで同時比較①実績ＣＰＩ時系列を一括取得、連動係数を自動算出、最大３銘柄まで同時比較

②今後の予測ＣＰＩの反映も可能

※算出のロジックにつきましては、別紙「項目定義書」をご参照下さい。

●BEIトレーディング

●連動係数推移

●BEI算出・シミュレーション
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